
北海道には、子l勾を食べる食文化があります、

それは厳しい寒さをしのぐために千こを

活用し、内まで無駄なく食べてきた

開"J朝から続 く府兜です。

そして今、北海道でlllび子の側有が

活気づいています,

大逆ビッセから北海道の子を,とr[そぅと、

北海道めん卜lr/j議会 高1会長

武藤持史さん(茶路めん r牧 場代表)に

おi lrlしをlJいました。

北海道では身近な存在の羊ですが、現在、全国には

1万数千頭しかいません。しかも、その8書」は道内で飼

育されていまi

羊肉は脂肪の燃焼効果のあるカルニチンや旨味成分

などを豊富に含み、低カロリーでミネラル豊富。漢方で

は身体を温める効果があると認められ、冬の寒さ厳しい

北海道に最も適した、女性にも嬉しい食材です。

羊飼いとしては、未来資源として羊の良さを知ってもら

いたいと思っていま杭 世界の歴史を探れは、羊は8千

年前から人間の衣食住に余すことなく使える貴重で魅

力的な天然資源として利用されていました。

羊毛は、セーターや洋服、フェルト製品、統毯など用途

も多彩で、再生が可能な天然資源であることも見直し

てほしい点です。また石鹸の起源も羊の脂です。洋楽

器の弦やラケットのガントも、羊腸で作られていました.

まさに無駄な部分がない貴重な資源といえるのが、羊です。

羊の飼育を盛んにするために 種畜は

二■―ジーラントなどから導入.羊は

草を食べ 羊の糞か上を育て 草が育

つ この上 草 羊の連携ブレーが北

海道の大地で味覚を作り 正に地産

地消の羊肉が道内で約200戸 の羊

飼いによって生産されていますゎ健康

て 解度を保った最高の状態で羊飼

いから届けられることで 顔の見える信頼関係が生まれます.

私とにとって「美味しかったJの一言がなによりも継続の力に

なります.もっとみなさんに羊から広かる衣食住文化に触れて

楽しんていただき やがて北国の風景に再び羊群がとけこむ日

が来るのを夢見ていますⅢ

北国の羊の可能性を夢見て

羊毛は衣類や

生活用品
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